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ま で 異 常 が見 られな か っ た。

　我 々 は 又 、常磁性 Cs ，CoCls （T．
＝ O．527K ） に対 して 、定常磁 場 とパ ル ス 磁場 と

の 重ね 合 わせ に よ っ て ス ビ ン 系の 断熱消磁冷却 をお こ な っ た 。 そ の 際 、パル ス 磁

場の 掃 引 を速 くす る と磁 気的秩序 の 形成 に と もな い 、磁 化 の 礁場 に 対す る遅れが

負磁 化 とし て 観 測 さ れ る 。 今 回 、 ミ ニ ア チ ュ ア コ イ ル に よ り周期 24μ s 、振幅 2T

程 度の 高 速パ ル ス 磁場 を 発生 させ 、負磁化状 態 に お け る 緩和 を更 に追 求 した 。 そ

の 結 果 、磁 場 掃 引 の 過程 及びパ ル ス 磁 場 印加 直後 に も磁 化 の 急激 な 変化が観測さ

れ た 。 こ の 様 な 異常 は 負温度 状態 に特有の フ ォ ノ ン な だ れ と関連 し て い る と思 わ

れ る 。

　更 に 、 2 段階 の ス テ ッ プ 的 な 磁 化通程 を 示 す C。Cl2 ・2H20に っ い て 高速パ ル ス 磁

場 を使 う と ス テ ッ プは 1 っ に な まり、か っ そ の 立ち 上 が りは 低磁場側 に移 る と い

う結果 を 得 た 。

X 線 回 折 法 に よ る （NH4）2BeFd 不 整 合 相 に 対 す る 電 場 効 果 の 研 究

長 田 　 誠

　 　 現 在 ま で に 多 く の 物 質 で 、 淵 度 ・圧 力 ・電 場 ・磁 場 な ど の 外 場 を 変 化 さ せ

る と、 あ る 基 本 樽 造 に 対 し て 不 整 合 な 構 造 が 出 現 す る こ と が 知 ら れ て い る 。

結 晶 構 造 そ れ 自 体 が 変 調 さ れ る 誘 電 体 は 、 不 整 合 な 変 調 構 造 か ら よ り 対 称 性

の 高 い 整 合 構 造 へ 相 転 移 し て 強 誘 電 性 ・強 弾 性 な ど の 興 味 あ る 物 性 を 示 す 。 整

合
一
不 整 合 相 転 移 機 構 に 関 す る 理 論 的 研 究 も 精 力 的 に な さ れ 、 現 象 論 的 ア ブ ロ

ー チ 、 競 合 す る 相 互 作 用 を も っ モ デ ル 〈例 え ば、 ANNNI モ デ ル ）な ど が 、 そ れ

ぞ れ あ る 程 度 の 成 功 を 納 め て い る 。

　 　 （NH 、 ）2BeFa は 室 温 （NorNal 相 ）で 常 誘 電 性 を 示 す が 、 温 度 を 下 げ る と 不

整 合 相 を 経 て a 軸 方 向 に 2 倍 に 変 調 さ れ た 整 合 相 へ 相 転 移 し、 b 軸 方 向 に 自

発 分 極 を 持 っ 強 誘 電 体 と な る 。 　 Shiba 　 and 　 Ishibashi は 、　 Nar ■ a1 一
不 整 合 相

転 移 が 1 次 転 移 と な り う る モ デ ル を 提 唱 し、 か っ 自 由 エ ネ ル ギ ー に 高 謖 波 成

分 を 取 り 入 れ る こ と に よ っ て こ 電 場 一温 度 相 図 内 で の 変 調 の 様 子 を 議 論 し た が 、
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過 去 に こ の 理 論 と 比 較 で き る 実 験 は な か っ た 。

　 　　 我 々 は 温 度 及 び 電 場 を 変 化 さ せ 、 Horral ，不 整 合 ， 整 合 各 相 の 構 造 的 特

徴 を X 線 回 折 法 を 用 い て 研 究 し た 。 そ の 結 果 、 不 整 合 相 内 で 観 測 さ れ た 強 い

3 次 の 衛 星 反 射 の 存 在 は 、 高 調 波 成 分 の 必 要 性 を 積 極 的 に 支 持 し て い る 。

一 方、 Norsal 一
不 整 合 相 転 移 は 2 次 相 転 移 で あ る こ と を 検 証 し た 。 変 調 構 造 の

温 度 ・電 場 依 存 性 に 関 す る 情 報 は 、 こ れ ま で 誘 竃 率 測 定 で 決 め ら れ た 相 境 界 の

み で あ っ た が 、 今 回 、 不 整 合 相 の 衛 星 反 射 及 び　 Norua1 相 の 散 漫 散 乱 の 波 数 変

化 を 加 え た 電 場 一温 度 相 図 を 完 成 し た 。 整 合 一
不 整 台 転 移 点 近 傍 を 除 い て 、 等

変 調 波 数 曲 線 は ほ ぼ 電 場 軸 に 平 行 で あ る が 、 電 場 の 上 昇 に っ れ て 高 温 側 に 屈

曲 す る 。 NaHO2 ．SC （NH2 ）2 の 変 調 波 数 に も み ら れ る 同 様 の 傾 向 は 、 誘 電 体 の 不

整 合 構 造 が 示 す
一 般 的 な 特 徴 と 考 え ら れ る 。

ダ イヤ モ ン ド焼結体 ア ン ビル に よ る超 高圧下 で の 高温 発生

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 仁 田脇 　荘
一

郎

　従来、 20GPa を 越 え る圧力 領域 で 高濃 を 同時 発生 して の 物質 合成 と insitu

X 綜 回折 は、ダ イヤ モ ン ドア ンビル に よらなけ れば成 し得な い もの で あ っ た 。こ

の 場合 、 レ ーザ ー加熱 虻よるだめ濃 度 の estimation が困 難で あ り、 また 微 小な 試

料空 間 に 大 きな 圧 力 ・温度分布 が存 在 す る た め 、 回折バ ターン が 複雑 に な っ て し

ま う傾 向 が あ っ た 。我 々 の 研究室 で は 以 前 か ら ダ イ ヤ モ ン ド焼結 体 ア ン ビ ル に よ

る高圧発生 を 進め て お り 、 こ れ を 基 に 今回 、 高 温 高圧実 験の 圧 力領域 拡大 、 試料

体 積 の 増大及 び 正確 な 温度 測定 を 目指 して 、超 高圧 下 で の 高混発生 とそ れ に よ る

物質 の 高圧 相合 成 を試 み た 。

　 ま ず、圧 力領 域 の 拡大 の 観点 か ら、ブ リ ッ ジ マ ン ア ン ビ ル 型に 加工 した ダ イヤ

モ ン ド焼 結体 を立 方体圧媒 体 中に 対 向 させ る 6 ・− 2 加圧方式 に よ り 40GPa 迄 の

圧 力 を発 生 ざ せ 、そ の 下で 試料 を加 熱 した。こ の 方 法で は真 の 圧 力発 生 部分全 体

が 発熱体 と な る た め 、 高溜下 で の 圧 力 の esti 躙ation に 問題 が あ り、期待 した圧 力 、

混度 条件 が 達 成 さ れ て い た か 疑問 の 残 る と こ ろ で あ る が 、石英 （α
一quartz ：Sio2）

を 出発物 質に そ の 高圧 相で あ る ス テ ィ シ ョ バ イ トを合成 す る こ とが で き た。

　 次 に 、試科 体積 の 増大 、 発 生圧 力の 均質性 及び 再現性 、 よ り正 確 な濃 度測定を

目的 に 、立方 体 に 加 工 したダ イヤ モ ン ド焼結 体 を 6 − 8 加圧 方式 の 第二 段 ア ン ビ

ル に 使用 し、 30GPa 迄の 圧 力領 域 で の 高温 発生 を試み た 。 こ の 場合 に は 、 熱電

対の 指示 で 750V 迄濃度 を上 げ る こ とが 出来 、ダ イヤモ ン ド焼結体 ア ン ビル は

何の 損傷 も受 けな か っ た 。
こ こ で ｛ 熱 電対 の 零接 点 はダ イヤモ ン ド焼結 体 ア ン ビ
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